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武道（相撲） 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

○知識 

①基本動作や技には名

称があり、それぞれ

の技を身に付けるた

めの技術的なポイン

トがあることについ

て、学習した具体例

を挙げている。 

②試合の行い方には、

ごく簡易な試合にお

けるルール、審判及

び運営の仕方がある

ことについて、学習

した具体例を挙げて

いる。 

○技能 

①基本動作では、正し

い姿勢や重心を低

くすることやその

低い重心のまます

り足で移動するこ

とができる。 

②相手と動きを合わ

せ、仕切りからの立

ち合いができ、押

し、寄り、前さばき、

まわしを取っての

攻防ができる。 

①技を身に付けるため

の運動の行い方や課

題に応じた練習方法

を選んでいる。 

②練習の場面で、仲間

のよい取組を見付

け、理由を添えて伝

えている。 

③体力や技能の程度、

性別等の違いを踏ま

えて、練習や簡易な

試合を行う方法を仲

間に伝えている。 

①武道の学習に積極的

に取り組もうとして

いる。 

②相手を尊重し、伝統

的な行動の仕方を守

ろうとしている。 

③一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を認

めようとしている。 

 

 

 

 

 

武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方

を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすること、一人一人の

違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、禁じ技を用いな

いなど健康・安全に気を配ることができるようにする。 

 

学びに向かう力， 
人間性等 

技ができる楽しさや喜びを味わい、
武道の特性や成り立ち、伝統的な考
え方、技の名称や行い方、その運動
に関連して高まる体力などを理解す
るとともに、基本動作や基本となる
技を用いて簡易な攻防を展開し、相
手の動きに応じた基本動作や基本と
なる技を用いて、押したり寄ったり
するなどの簡易な攻防をすることが
できるようにする。 

知識及び技能 

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な

解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己の考えた事を他者に伝える

ことができるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 
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３ 指導計画（１０時間） 

時

間 
学習の流れ 知・技 思 態 

導
入
（
全
時
間
共
通
） 

１ 集合・整列・挨拶 

 ・出欠の確認、健康観察を行う 

２ 準備運動 

（１）準備運動の内容 例・・・◆１ 

（２）補助運動の内容 例・・・◆２ 

３ 前時の振り返り 本時の学習課題 本時のめあての設定     

    

   

１  

 

 

 

 

 

〇主な学習活動 

１ 授業の約束・進め方、学習カードの記入の仕方、グループ作り 

２ 歴史と特性 

 

 

 

 

 

 

３ 土俵の説明、礼法・・・◆３  

   ※土俵がない場合 

    グラウンド  

体育館内でマットを敷いて   

 

４ まわしのしめ方・・・◆４ 

   ※まわしがない場合は、柔道の帯・相撲パンツ 

    

５ 相撲遊び 

（１）手押し相撲・・・◆５ 

 （２）手引き相撲・・・◆６ 

   
（ねらい１） 

伝統的な動きや基本的な技能を身に付ける。 

（学習課題） 

学習の進め方と相撲の歴史・特性について知ろう。 

 

 

知
①
（
学
習
カ
ー
ド
） 

＜発問例＞ 

相撲には、禁じ手や禁じ技があるが、それはなぜか考えよう。 

＜意図・解説＞ 

互いの安全やけがの防止に心がけ、相手を尊重することを学ば

せたい。 
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ま
と
め
（
全
時
間
共
通
） 

１ グループで整理運動 

２ 学習内容の振り返り、自己評価 

 ・本時の学習課題にフィードバックするように導く。 

・学習カードに授業の振り返りや学習についての自己評価を記入 

する・・・◆１９ 

 ・成果と課題等を発表。 

３ 整列・挨拶・片付け 

 ・健康観察の確認 

 ・蹲踞、塵浄水後立礼  

 

   

２  

 

 

○主な学習活動 

１ 四股、腰割り、股割り、中腰の構え、調体（てっぽう） 

                          ・・・◆７ 

２ 受け身の説明と実践・・・◆８ 

３ 運び足の説明と実践・・・◆９  

４ 押し方の説明と実践・・・◆１０ 

 

あ相手を 

 

 

 

 

 

   

３  

 

 

○主な学習活動 

１ 基本的動作の練習 

２ 基本的技能の練習 

 （１）前時に行った「押し方」を二人組で実践。 

 （２）四つ身の説明と実践。・・・◆１１ 

３ 「寄り」についての説明と実践。・・・◆１２ 

 

 

 

 

   

＜発問例＞ 

相手を「押す」ためには、どこに手をおき、どのような姿勢を

したらいいのだろうか。 

＜意図＞ 

あごを引き、手は相手のわきの下（筈）にあて、中腰の姿勢で

押していくことを理解させたい。 

（学習課題） 

基本的動作と技能を身に付けよう。 

 

 

（学習課題） 

基本となる技（押し・寄り）を学習しよう。 

 

 

技
①
（
観
察
） 

思
②
（
観
察
） 

態
①
（
観
察
・
学
習
カ
ー
ド
） 
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４ 約束練習 

 （１）二組で「押し」「寄り」のみの攻防をする。 

 （２）いろいろな条件を提示し攻防し合う。 

安全への配慮 ・・・◆１７ 

・頭の位置や首の位置が危険の無いよう注意させる。 

・土俵際等、無理をさせない。 

・「押し」「寄り」のみとし、相手を投げようとしないよう注意する。  

 

４  

 

 

 

○主な学習活動 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 「仕切り」「立ち合い」の説明と実践。・・・◆１３ 

３ 「立ち合い」からの押し、寄りのみの「押し合い相撲」。 

 

 

 

 

 

  

・体格を考慮し、相手を変え複数回行う。 

 ・仲間への助言をしたり、受けたりしながら取り組んでいく。 

安全への配慮 ・・・◆１７ 

・危険な体勢になったら、試合をやめさせ取り直しとさせる。 

 

 

 

 

 

   
（学習課題） 

仕切り、立ち合いから「押し合い相撲」をしてみよう。 

 

＜発問例＞ 

どうしたら相手を前に「押せる」のだろうか。 

＜意図＞ 

立ち合いにおいて素早さや一歩踏み込むことの大切さを理解さ

せたい。 

＜発問例＞ 

「寄り」にはどんな種類があるだろうか。 

＜意図＞ 

「寄り」には、まわしを持って「寄る」方法とまわしを持たな

い「寄り」方があることについて理解させたい。 

態
②
（
観
察
・
学
習
カ
ー
ド
） 
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５  

 

 

 

 

 

 

 

○主な学習活動 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 前さばきについての説明と実践・・・◆１４ 

３ 投げ技（出し投げ）についての説明と実践・・・◆１５ 

 ・寄り→出し投げ→寄りの連続技として指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 簡易試合・・・◆１８ 

 ・押し、寄り、出し投げに限定した相撲を行う。 

安全への配慮 ・・・◆１７ 

・危険な体勢になったら、試合をやめさせ取り直しとさせる。 
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○主な学習活動 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 各種の技の説明と実践・・・◆１６ 

３ 簡易試合・・・◆１８ 

  

安全への配慮 ・・・◆１７ 

・危険な体勢になったら、試合をやめさせ取り直しとさせる。 

 

 

 

 

   

＜発問例＞ 

投げ技を使用するには、どのタイミングが効果的か考えよう。 

＜意図＞ 

相手を押すことにより、相手が前へ出ようとしたタイミングで

技をかけることが有効ということを理解させたい。 

（学習課題） 

前さばきと投げ技について学習しよう。② 

 

 

 

（ねらい２） 

基本動作および基本となる技を用いて、相手の動きに応じて攻防を展開するこ

とができる。 

（学習課題） 

前さばきと投げ技について学習しよう。① 

 

技
②
（
観
察
） 

思
①
（
観
察
） 
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7  

 

 

○主な学習活動 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 審判の仕方についての説明と実践・・・ 

 （１）三人組で、２人が相撲を取り、１人が審判をする。 

 （２）審判の呼びかけに合わせて相撲を取る。 

３ 簡易試合・・・◆１８ 

  

 安全への配慮 ・・・◆１７ 

・危険な体勢になったら、試合をやめさせ取り直しとさせる。 

 

 
  

8  

 

 

○主な学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 約束練習 

 ・場面を限定し身につけた技能の練習。 

３ 簡易試合・・・◆１８ 

  

安全への配慮 ・・・◆１７ 

・危険な体勢になったら、試合をやめさせ取り直しとさせる。 

 

   

知
②
（
学
習
カ
ー
ド
） 

（学習課題） 

身に付けた技能を活用し試合をしてみよう。① 

 

 

（学習課題） 

身に付けた技能を活用し試合をしてみよう。② 

 

 

 

＜発問例＞ 

どうしたら相手に勝てるのだろうか。 

＜意図＞ 

体形の違いや力だけでなく、スピードやタイミング等で相手に

勝てる方法があることを理解させたい。 

思
③
（
観
察
） 
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９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な学習活動 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 約束練習 

 ・場面を限定し、身に付けた技能の練習 

３ 試合・・・◆１８ 

 ・技の限定はせず試合を行う。 

   団体戦 個人戦（体重別・無差別） 

 ・試合前に、禁じ手や危険な体勢の説明を行う。 

安全への配慮 ・・・◆１７ 
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○主な学習活動 

１ 基本動作、基本技能の練習 

２ 約束練習 

 ・場面を限定し身に付けた技能の練習。 

３ 試合・・・◆１８ 

 ・技の限定はせず試合を行う。 

   団体戦 個人戦（体重別・無差別） 

 ・試合前に、禁じ手や危険な体勢の説明を行う。 

安安全への配慮 ・・・◆１７ 

 

   

 

 

 

４ 指導の工夫 

（１）補強運動、補助運動等の紹介 

◆１ 準備運動 例 

    腕ふり（前から上 前後）、屈伸、伸脚（深く）、体側のばし、前後屈、体の回旋、

アキレス腱のばし、手首足首・首をまわす 

 

◆２ 補助運動 例 

四股、腰割り、股割（股関節のストレッチ）、運び足 

    （習熟度等で回数は決める） 

 

（学習課題） 

身に付けた技能を活用し試合をしてみよう。③ 

 

 

態
③
（
観
察
・
学
習
カ
ー
ド
） 

（学習課題） 

身に付けた技能を活用し試合をしてみよう。④ 
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◆３ 土俵・礼法 

 

  

 

 

 

 

 

 

塵浄水（ちりちょうず） 
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◆４ まわしのしめ方 

 

 

◆５ 手押し相撲 

   （１）足は肩幅より広げ、互いに両手の平を合わせた状態から開始する。 

   （２）手の平以外は押さない。 

   ※相撲では、バランスを崩し合うことが重要なことを説明する。 

◆６ 手引き相撲 

   （１）足は肩幅より広げ、互いに両手の平を合わせた状態から開始する。 

   ※足は、前後に開いてもかまわない。 

   （２）手を離さないなどルールを明確にしておく。 

   ※他に、タオルや１ｍ程度の棒等を活用するやり方もある。 
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◆７ 四股、腰割り、股割り、中腰の構え、調体（てっぽう） 
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◆8 受け身 
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◆９ 運び足 
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◆１０ 押し方の説明と実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１１ 四つ身 

 

     右四つ           左四つ 
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◆１２ 寄り 
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◆１３ 「仕切り」「立ち合い」 

 

 

 

 

 



 17 

◆１４ 前さばき 
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◆１５ 出し投げ（投げ技） 
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◆１６ 各種の技 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 21 

 

 

 

 

 

 



 22 
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（２）安全への配慮（禁じ手・審判法・ルール） 

◆１７ 禁じ手 
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◆１８ 審判法・ルール 
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（３）学習カード ◆１９ 

 

回 月日 評価

回 月日 評価

回 月日 評価

回 月日 評価

回 月日 評価

本時の課題を理解し取り組めた
本時の目標

各技能のポイントを理解し取り組めた

仲間と協力し取り組めた

反　　省
（振り返り）

仲間にアドバイスを送ることができた

授業ルールや安全面を守り取り組めた

本時の課題を理解し取り組めた
本時の目標

各技能のポイントを理解し取り組めた

仲間と協力し取り組めた

月

日

曜日

反　　省
（振り返り）

仲間にアドバイスを送ることができた

授業ルールや安全面を守り取り組めた

相撲の学習に積極的に取り組めた

本時の課題を理解し取り組めた
本時の目標

各技能のポイントを理解し取り組めた

仲間と協力し取り組めた

反　　省
（振り返り）

仲間にアドバイスを送ることができた

授業ルールや安全面を守り取り組めた

曜日 相撲の学習に積極的に取り組めた

項　目 本時の課題

本時の課題を理解し取り組めた
本時の目標

各技能のポイントを理解し取り組めた

仲間と協力し取り組めた

反　　省
（振り返り）

月

日

曜日

仲間にアドバイスを送ることができた

授業ルールや安全面を守り取り組めた

相撲の学習に積極的に取り組めた

武道（相撲）学習カード

月

日

曜日

反　　省
（振り返り）

評価　AA：大変良くできた　A：良くできた　B：今一歩　C：良くなかった　

項　目 本時の課題

本時の目標
本時の課題を理解し取り組めた

各技能のポイントを理解し取り組めた

仲間と協力し取り組めた

仲間にアドバイスを送ることができた

授業ルールや安全面を守り取り組めた

相撲の学習に積極的に取り組めた

　　年　　組　　番　氏名［　　　　　　　　　］

月

日

曜日

月

日

項　目 本時の課題

本時の課題

項　目 本時の課題

相撲の学習に積極的に取り組めた

項　目


